
学校番号 3014 

令和５年度 工業科（メカトロニクス系） 

 

教科 工業 科目 機械工作 単位数 ２単位 年次 ２年次 

使用教科書 「機械工作１」・「機械工作２」 （実教出版） 

副教材等 (新課程)機械工作 1・2 演習ノート  （実教出版） 

１ 担当者からのメッセージ（学習方法等） 

・機械工作１・２の教科書から、材料工学ならびに各加工分野の重要性を理解し、実習・実験を通

じて学んだ工業の基礎的・基本的な知識・技能から体得した事を活かし、理論・実習・実験で学ん

だ事を対比できるようにし、工業への興味関心をもてるようにしましょう。 

・教科書での節末問題をまず各自で解いてください。教科書をしっかり読み、どこがポイントとな

るかを知るための大切なものなので頑張ってください。 

・課題は定期的に提出してもらいます。あきらめずに取り組んでください。 

 

２ 学習の到達目標 

工業の見方・考え方を働かせ，実践的・体験的な学習活動を行うことなどを通して，機械材料

の加工や工作に必要な資質・能力を次のとおり育成することを目指す。 

教科書だけの知識ではなく、実習・実験で体得した事柄から理解を深めさせる。 

専門教科への興味・関心をもち工業的基礎知識の確立と定着を目標とする。 

（1）機械工作について機械材料の加工性や工作法を踏まえて理解するとともに，関連する技術を

身に付けるようにする。 

（2）機械工作に関する課題を発見し，技術者として科学的な根拠に基づき工業技術の進展に対応

し解決する力を養う。 

（3）工業生産における適切な機械材料の加工や工作する力の向上を目指して自ら学び，情報技術

や環境技術を活用した製造に主体的かつ協働的に取り組む態度を養う。 

 

３ 学習評価(評価規準と評価方法) 

 

観

点 
a:知識・技術 b:思考・判断・表現 c:主体的に学習に取り組む態度 

観
点
の
趣
旨 

機械工作に関する基礎

的・基本的な知識を身につ

け、社会における工業の意

義や役割を理解している。 

機械工作に関する課題の適切

な解決をめざして思考を深

め、基礎的・基本的な知識を

活用して適切に判断し、その

結果を的確に表現する能力を

身につけている。技術者とし

て適切に判断し、表現する創

造的な能力を身につけてい

る。  

 機械工作に関する課題につ

いて関心をもち、学習に意欲

的に取り組み，学習態度が真

剣である。 

興味・関心を持ち意欲的に

取り組むとともに、実践的な

態度を身につけている。 

上に示す観点に基づいて、学習のまとまりごとに評価し、学年末に５段階の評定にまとめます。学習内

容に応じて、それぞれの観点を適切に配分し、評価します。 

 

 



 

 

 

 

 

 

４ 学習の活動 

学 

期 

単
元
名 

学習内容 単元（題材）の評価規準 

評価方法 

知(a) 思(b) 主(c) 

前 

期 

 

機
械
工
業
の
あ
ゆ
み 

今日の機械文明

がどのような過程

で進歩してきたか

理解し、技術の発

展がどのような条

件のもとで進んで

いくかを学習なら

びに考察する。 

a:基礎的・基本的な知識を身につけ、

社会における工業の意義・役割を理解

している。 

b:技術の発展諸課題の解決を目指し

て思考を深め、基礎的・基本的な知

識と技術から、適切に判断し、考え

をまとめ，表現することができる。 

ｃ:機械工業の歩みに関して理解し、

技術発展することでの社会への影響

を振り返り工業の望ましい発展に関

心をもち、改善・向上を目指し,学習

に意欲的に取り組み，学習態度は真剣

である。 

提出ノート 

 

 

 

 

 

 

確認テスト 

提出ノート 

 

 

 

    

 

 

確認テスト 

観察 

 

 

確認テスト 

 

 

振り返り 

シート 

前 

期 

機
械
材
料
と
そ
の
加
工
性 

材料と加工性の関

係に重点を置き、

工業材料の適切な

使用ができるように

学習する。 

(炭素鋼・合金鋼・

鋳鉄・非鉄金属材

料・非金属材料・

機能性材料等) 

a:機械材料に関する課題（材料の強

さ・硬さ等の機械的性質・加工性）に

ついて、また、炭素鋼等の合金の状態

変化について理解している。 

b:機械材料に関する課題(材料の強

さ・硬さ等の機械的性質・加工性)

に思考を深め、適切に判断し、考え

をまとめ，表現することができる。 

金属材料の機械的性質、加工法・利

用方法を身につけ、実習・実験で体得

した事柄を「ものづくり」での技術に

適切に活用している。 

c:機械材料に関する課題（材料の強

さ・硬さ等の機械的性質・加工性）に

関心をもち、その活用について学習に

意欲的に取り組み，学習態度は真剣で

ある。 

提出ノート 

 

 

 

 

 

 

確認テスト 

提出ノート 

 

 

 

    

 

 

確認テスト 

観察 

 

 

確認テスト 

 

 

振り返り 

シート 



前 

期
・後 

期 

 

鋳 

造
・溶 

接 

 

鋳造のあらまし、砂

型鋳造法 

他各種の鋳造法

特徴を学習する。

溶接に関しても各

種金属接合法他

ガス溶接・アーク溶

接・抵抗溶接なら

びにその他の接合

法の概要を学習す

る。 

a:鋳造・溶接に関する課題（工作法・

加工性）について基礎的・基本的な知

識を身につけ、工作法の意義や役割を

理解している。 

b:鋳造・溶接に関する課題に思考を深

め、適切に判断し、考えをまとめ，

表現することができる。 

鋳造・溶接の工作法、加工法・利用

方法を身につけ、実習・実験で体得し

た事柄を「ものづくり」での技術に適

切に活用している。 

c:鋳造・溶接に関する課題に関心をも

ち、その活用について，学習に意欲的

に取り組み，学習態度は真剣である。 

提出ノート 

 

 

 

 

 

 

確認テスト 

提出ノート 

 

 

 

    

 

 

確認テスト 

観察 

 

 

確認テスト 

 

 

振り返り 

シート 

後 

期 

切
削
加
工 

 

切削加工のあらま

し、切削工具・切

削条件 ・切削理

論・各種切削工作

機械の概要を学習

する。 

a: 鋳造・溶接に関する課題（工作法・

加工性）について基礎的・基本的な知

識を身につけ、工作法の意義や役割を

理解している。 

b:切削加工に関する課題に思考を深

め、適切に判断し、考えをまとめ，表

現することができる。 

切削加工の工作法、加工法・各工作

機械の利用方法を身につけ、実習・実

験で体得した事柄を「ものづくり」で

の技術に適切に活用している。 

c: 切削加工に関する課題に関心をも

ち、その活用について，学習に意欲的

に取り組み，学習態度は真剣である。 

提出ノート 

 

 

 

 

 

 

確認テスト 

提出ノート 

 

 

 

    

 

 

確認テスト 

観察 

 

 

確認テスト 

 

 

振り返り 

シート 

 

後 

期 

 

生
産
の
計
画
と
管
理 

生産計画の立て方

と管理の重要性を

理解させる。 

品質管理と検査の

仕方を知り測定方

法を学習する。 

a: 生産方式・システム技術に関する

課題について基礎的・基本的な知識を

身につけ、生産方式の意義や役割を理

解している。 

b: 生産方式・システム技術に関する

課題に思考を深め、適切に判断し、考

えをまとめ，表現することができる。 

c:生産方式・システム技術に関する課

題に関心をもち、その活用について，

学習に意欲的に取り組み，学習態度は

真剣である。 

提出ノート 

 

 

 

 

 

 

確認テスト 

提出ノート 

 

 

 

    

 

 

確認テスト 

観察 

 

 

確認テスト 

 

 

振り返り 

シート 

 

※ 表中の観点について a:知識・技能 b:思考・判断・表現 c:主体的に学習に取り組む態度 

 


